
項目
第１　期間

第２　市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

　１　地域医療を支える要としての静岡病院
　　　(1)　広大な市域を支える要としての活動

　　　　（都市部や中山間地の住民が等しく医療についての理解を深める活動や、
　　　　　若者を対象とした医療及び医療職に対する理解を深める活動）

　 　　　(2)　救急医療

　　　(3)　高度医療（心疾患、がん）

　　　(4)　政策医療（感染症、精神疾患患者の身体合併症、周産期、小児等）

　　　(5)　災害時医療

　２　医療の質の向上と人材の確保
　　　(1)　総合的な診療とチーム医療の実施

　　　(2)　先進医療機器や設備の整備

　　　(3)　医療職の確保、知識の取得、技術の向上

　　　(4)　臨床研修医の育成

　　　(5)　調査・研究、治験の実施

　３　医療の安全性と信頼性の向上
　　　(1)　十分な情報提供と適切な取扱い（インフォームドコンセント、
　　　　　診療情報の適正管理、患者情報の保護等）
　　　(2)　医療安全管理等の徹底

　　　(3)　市民への積極的な広報

　４　利用しやすく快適な病院づくり
　　　(1)　患者ニーズに応じた病院環境の提供（患者満足度調査等を踏まえ
　　　　　た改善）

　５　地域医療関係機関との連携、国内外医療関係機関との交流
　　　(1)　医療・保健・福祉・介護関係機関との連携

　　　(2)　国内外医療関係機関との交流

第３ 　業務運営の改善及び効率化に関する事項

　１　働きやすい職場環境と職員のやりがいづくり
　　　(1)　働きやすい職場環境の整備

　　　(2)　職員のやりがいと満足度の向上

　２　業務運営体制の構築
　　　(1)　医療環境の変化に迅速・柔軟に対応できる体制の構築

　　　(2)　市民との連携・協力による病院運営の実施

　　　(3)　外部評価等の活用

　　　(4)　事務部門の強化

　　　(5)　法令の遵守等

第４ 　財務内容の改善に関する事項

　１　健全経営の維持
　　　(1)　安定的な経営の維持

　　　(2)　収入の確保・費用の節減

　　　(3)　計画的な投資の実施

第５　その他業務運営に関する重要事項

　１　地球環境に配慮した病院運営

地方独立行政法人静岡市立静岡病院中期計画（素案）
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第６　予算（人件費の見積りを含む）、収支計画及び資金計画

第７　短期借入金の限度額

　(1)　限度額
　(2)　想定される短期借入金の発生事由

第８　出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが
　　　見込まれる財産がある場合には、当該財産の処分に関する計画

第９　「7」の財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようと
　　するときは、その計画

第10　剰余金の使途

第11　料金に関する事項

第12　その他市の規則で定める業務運営に関する事項



第1

第2

1 地域医療を支える要としての静岡病院

(1) 広大な市域を支える要としての活動
－

(2) 救急医療
－

平成30年度目標

（作成中）

(3) 高度医療
①

関連指標

手術総数

開心術

心臓カテーテル検査

冠動脈インターベンション

ＴＡＶＩ

同左

同左

救急患者数

救急車搬送数

同左

項目

中期目標

同左

本市の都市部及び中山間地域において、「静岡市民『からだ』の学校」を
開催し、市民への医療情報を発信します。
また、教育関係機関と連携しながら生徒に対しても情報提供を行い、医療
及び医療職についての理解を促進します。
上記について専門的に対応する部署として「医療がつなぐ『ひと』と『地域』
の交流センター」を設置します。

中山間地を含む広大な市域を有する
本市において、市民が安心して日々
の生活を送るため、都市部や中山間
地の住民が等しく医療についての理
解を深める活動を行うこと。
また、将来を担う若者を対象に、医療
及び医療職に対する理解を深める活
動を行うこと。

前文（略） 前文（略）

－

中期計画

平成26年度実績

都市部2回
山間部2回

2回

25名

関連指標

項目

静岡市民「からだ」の学校開
催

高校生を対象とした病院体験
セミナー開催

同左

他の医療機関と連携しながら365日24時間の「ことわらない救急医療」を継
続します。
また、高度な救急医療提供のために、新たに「救急科」の設置を目指しま
す。

期間（H28年４月１日～H31年３月31日）

中学生を対象とした職場体験
学習

市民に対して提供するサービスその他の業務の
質の向上に関する事項

同左

地域の救急医療を担う中核的な病院
として、本市の救急医療体制のもと、
他の医療機関と連携しながら、引き
続き365日24時間の「ことわらない救
急」を実践し、市民が安心できる救急
医療を提供すること。

「心臓なら静病」という市民の期待に
しっかり応えるため、「ハートセン
ター」において、地域の心疾患治療を
牽引する専門性の高い先進的な治
療を行うこと。

救急搬送患者数の市内公的
病院全体の中での当院が占
める割合

成果指標

関連指標

項目

循環器内科

①

－

項目

平成24～26年度平均実績

12件

平成26年度実績

「ハートセンター」において、循環器内科と心臓血管外科が連携して、従来
から高い実績を持つ心臓血管手術やカテーテル治療などの幅広い専門的
な治療を行うとともに、ＣＴや血管造影を行いながら手術ができるハイブ
リッド手術室や経カテーテル大動脈弁置換術（ＴＡＶＩ）などによる先進的な
医療を行います。

心臓血管外科

2,481件

23.0%

平成26年度実績

13,655人

5,983人

831件

344件

504件
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中期目標 中期計画
② 地域がん診療連携拠点病院として、

日進月歩の様々な治療方法に的確
に対応した先進的で質の高いがん治
療を行うこと。

(4) 政策医療
① 本県で唯一の第一種感染症指定医

療機関としての役割を果たすととも
に、精神疾患患者の身体合併症に対
応する医療を提供すること。

①

② ②

関連指標

入院

外来

③ ③

(5) 災害時医療

－ a

関連指標

b

c

関連指標

d

本市で子どもを安心して産み育てる
ことができるよう、専門的な周産期医
療や小児医療を提供すること。

超高齢社会の到来に伴い、患者数の
増加が予想される糖尿病等の生活
習慣病などに対して専門的な医療を
提供すること。

南海トラフ巨大地震等の発生が想定
される中、静岡病院には災害時にお
ける重症患者の受け入れ等の中核
的な医療の提供が求められる。
災害拠点病院として、日頃から、その
発生に備え、人的・物的資源を整備
し、訓練を行い、発生時には関係機
関と連携しながら、また自らの判断で
必要な対応を迅速に行うこと。

項目 平成26年度実績

がん手術件数 834件

放射線治療件数 252件

2,637人

項目 平成26年度実績

本県で唯一の第一種感染症指定医療機関であり、また、本市において重
要な役割を担う第二種感染症指定医療機関であるため、その役割を果た
せるようエボラ出血熱などの感染症患者にも対応できる医療体制を確保
し、迅速な患者の受け入れに備えるとともに、精神疾患患者の身体合併
症治療を行います。

本市で子どもを安心して産み育てることができるよう、専門的な周産期医
療や小児医療を提供します。

項目

前立腺がん手術件数

②

同左

手術支援ロボット「ダヴィンチ」による前立腺がん手術以外への新たな展
開や「リニアック」による放射線治療を継続して実施します。
また、新たにＰＥＴ-ＣＴの導入により画像診断の充実を図るなど、がん診
療体制を強化していきます。

2,533人

市外における大規模災害発生時の援助要請に応えられるよう、引き続き
災害医療派遣チーム（ＤＭＡＴ）を編成します。

疾病分類別（新生物（悪性））
入院患者数

項目 平成26年度実績

防災訓練 2回

関連指標

平成26年度実績

65件

1,241人

関連指標

小児科患者数

分娩件数

同左

糖尿病、動脈硬化、高血圧症などの生活習慣病について、幅広く専門的
な医療を提供するとともに、講習会などの予防に係る啓発活動も行いま
す。

287件

栄養指導件数 2,750人

項目 平成26年度実績

非常電源や水源の確保など災害時に必要となる施設・機器の更新や維持
管理を行うとともに、医薬品や医療資器材、食料の必要な備蓄等を行いま
す。

災害対応の訓練を日頃から行い、発生時においては、関係機関と連携し
ながら、また自らの判断のもと、必要な医療救護活動を迅速に実施しま
す。

大規模災害発生時等に災害現場等から重症患者を受け入れるため、ヘリ
ポートの設置可能性を検討します。

ＤＭＡＴ訓練回数 5回

4回研修など
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中期目標 中期計画

2 医療の質の向上と人材の確保

(1) 総合的な診療とチーム医療の実施
－ －

関連指標

(2) 先進医療機器や設備の整備
－ a

b

(3) 医療職の確保、知識の取得、技術の向上
－ a

平成30年度目標

（作成中）

b

関連指標

c

(4) 臨床研修医の育成
－ －

平成30年度目標

（作成中）

医療の高度化、複雑化に対応し、よ
り患者に寄り添った治療を行うため、
診療科や職種を超えた連携により、
総合的な診療とチーム医療を提供す
ること。

臨床研修病院として、ニーズに合致
した魅力的なプログラムの構築等に
より教育研修機能の充実を図り、臨
床研修医の育成に積極的に取り組
むこと。

医師、看護師等の医療職を確保する
とともに、医療の高度化、複雑化に対
応するため、その専門性や技術の向
上を図ること。

医療の高度化への対応や、医療水
準を維持するために、先進医療機器
や設備等を的確に整備・更新するこ
と。

項目

項目 平成26年度実績

看護実習受入人数

専門医資格取得数 135件

研修医の要望や社会的な要請に合致した研修プログラムの充実、研修プ
ログラム及び指導医・研修医に対する評価による研修内容のさらなる向上
により、臨床研修医の受け入れ推進と定着を図ります。

静岡市立看護専門学校等との連携を図り、優れた看護師の養成を支援し
ます。

関連指標

100%

178人

認定看護師数（人） 10人

医師、看護師、薬剤師、医療技術者等について、院内研修の充実や研究・
研修会への参加を促進するとともに、専門資格取得のため、院外の教育
研修等への参加を支援します。

平成27年4月1日

患者一人ひとりに最適な専門医療を提供するため、診療科や職種の枠を
超えた連携により、総合的な診療とチーム医療を推進するとともに、その
ための医療スタッフの養成に取り組みます。

項目

臨床研修医マッチング数

関連指標

同左

看護師数 472人

12人

成果指標

項目 平成26年度実績

項目 平成26年度実績

臨床研修医募集定員充足率

項目 平成26年度実績

新たな医療機器の開発状況、他の医療機関における状況などを踏まえ
て、ＰＥＴ-ＣＴなどの先進医療機器を整備します。

医療機器・施設の稼働状況や耐用年数、他の医療機関における状況など
を踏まえて、アンギオグラフィ（血管撮影装置）や付帯設備の更新など、医
療機器や施設を整備・更新します。

同左

同左

緩和ケアチーム対応患者数 35人

栄養サポートチーム回診件数

地方独立行政法人の特徴を生かし、従来の定数管理や雇用形態にとらわ
れず、多様な採用方法、雇用形態を取り入れ、必要な時に必要な医療職
を確保します。

成果指標

70件

指導医資格取得数 55件

項目 平成26年度実績

７対１看護配置に向けた看護
師の増員数（H25年度比）

41人

関連指標

医師数 141人

730件

平成26年度実績

心臓リハビリ件数

同左

同左
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中期目標 中期計画

(5) 調査・研究、治験の実施

－ より質の高い医療を提供するための
調査・研究、治験に積極的に取り組
むこと。

－

関連指標

3 医療の安全性と信頼性の向上

(1) 十分な情報提供と適切な取扱い
－ a

関連指標

受入

紹介

b

c

(2) 医療安全管理等の徹底

－ －

関連指標

(3) 市民への積極的な広報
－ 病院の役割や機能、経営状況などに

ついて、市民にわかりやすく情報提
供すること。

－

関連指標

患者との信頼関係の構築に努め、患
者への十分な情報提供・説明と同意
のもとに医療を提供すること。
診療情報を適切に管理するとともに、
患者情報の保護及び病院に係る情
報の公開に関しては、静岡市個人情
報保護条例及び静岡市情報公開条
例に基づき適切に対処すること。

市民に信頼される安心・安全な医療
を提供するため、医療安全に係る情
報の収集・分析を踏まえた医療安全
管理を行うとともに、院内感染防止対
策を実施すること。

12回
医療安全管理委員会開催回
数

項目 平成26年度実績

項目 平成26年度実績

医療安全研修会等実施数 14回

項目 平成26年度実績

年報 1回

新しい治療法の開発等に貢献する臨床研究や治験に積極的に取り組み
ます。
なお、実施にあたっては、参加者の自発的意思や人権に対して最大限配
慮いたします。

常に患者やその家族の立場に立ち、誠意を持った応対を心がけるととも
に、医療の提供に当たっては、インフォームドコンセント（患者へ診療の目
的や内容を十分に説明し、その同意を得ること）を徹底します。

同左

同左

同左

治験実施件数 5件

治験実施率 91%

セカンドオピニオン件数

同左

医療安全管理室が中心となって、医療安全に係る情報収集及び分析、改
善案の立案、院内教育研修などの医療安全管理を行うとともに、感染管
理室が中心となって、感染症に係る情報収集及び分析、院内の調査・監
視などの院内感染防止対策を実施します。

院内感染対策委員会開催回
数

15回

院内感染対策研修会等実施
回数

11回

院内ラウンド件数 週1回

定期的な市民公開講座や、「患者の会」への医師等による講演、医療相
談等を実施し、疾病に係る患者理解を促進するとともに、病院と患者と
の信頼関係の醸成を図ります。

19件

60件

同左

患者情報に係る保護及び病院に係る情報の公開については、市の関連
条例の実施機関として、適切に取り扱います。

関連指標

項目 平成26年度実績

診療録開示件数 　　　　35件


病院の理念・基本方針、各診療科の特色や治療実績、クリニカルインディ
ケーター、財務諸表等の経営状況などについて、病院ウェブサイトや静岡
病院広報紙などを通じて、市民にわかりやすく広報します。

項目 平成26年度実績

静岡病院広報誌 6回
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中期目標 中期計画

4 利用しやすく快適な病院づくり

(1)

－ a

平成30年度目標

（作成中）

b

c

d

5

(1) 医療・保健・福祉・介護関係機関との連携

－ a

平成30年度目標

（作成中）

（作成中）

b

c

(2) 国内外医療関係機関との交流
－ 医療の高度化、複雑化、ボーダーレ

ス化に的確に対応するため、国内外
の医療関係機関と交流し、情報交換
等を行うこと。

－

第3

1 働きやすい職場環境と職員のやりがいづくり

(1) 働きやすい職場環境の整備
－ －

患者ニーズに応じた医療・病院環境の提
供

患者の疾病状況に応じた的確な医療
の提供に向け、静岡病院の高度急性
期病院及び地域医療支援病院として
の役割を踏まえながら、本市医療機
関の連携・ネットワークの一員とし
て、清水病院、他の医療機関、医師
会と連携し、病病連携及び病診連携
を推進するとともに、地域包括ケアシ
ステムの構築に向け保健・福祉・介
護関係機関と連携すること。

関連指標

項目

同左

他病院と互いに協力・補完しあい、患者のその時々の病態にあった入院
治療を効率的に提供できるよう、病病連携の推進に努力します。

地域包括ケアシステムの中で急性期医療を担い、退院後患者が住み慣れ
た地域で生活していくために、診療所、訪問看護ステーション、ケアマネー
ジャー、在宅介護サービス事業者など多職種の関係者と連携を図ります。

学会等を通じて他の医療機関との連携を深め、また、国際協力機構（ＪＩＣ
Ａ）等を通じて視察団を受け入れるなど、海外医療機関とも積極的に交流
します。

同左

同左

同左

医療相談件数 6,702件

患者意見件数 137件

92.6%
患者満足度調査結果（概ね満
足と回答した割合）

平成26年度実績

同左

提供する医療や病院環境に係る患
者ニーズを把握して、そのニーズに
対応し、患者にとって利用しやすく快
適な病院づくりを進めること。

地域医療関係機関との連携、国内外医療関
係機関との交流

83.6%

紹介率 64.8%

項目

患者にとって利用しやすい病院環境を確保するため、待ち時間調査を実
施し、快適な待ち時間の過ごし方などについて、総合的な待ち時間対策を
検討・実施します。

胆石摘出など短期間の入院が見込まれる患者が、入院治療をもっと身近
に利用できるよう、患者が利用しやすい診療体制や運用方法等を管理す
る専門部署の設置について検討を進めます。

患者にとって快適な病院環境を確保するため、花や緑による緑化など、安
らぎの空間を院内に整備します。

高度急性期病院及び地域医療支援病院としての静岡病院の役割を踏ま
え、救急の対応や、「イーツーネット（疾病別病診連携システム）」の活用に
よる診療所からの紹介患者の受け入れ、逆紹介などについて、他の医療
機関や医師会と連携しながら取り組みます。

成果指標

項目 平成26年度実績

逆紹介率

患者満足度調査などによって患者ニーズを把握し、そのニーズを満たすた
めに必要な改善を行います。

成果指標

項目 平成26年度実績

同左

同左

同左

業務運営の改善及び効率化に関する事項

職員のワーク・ライフ・バランスに配慮した多様な雇用形態の導入や、職
員ニーズを踏まえた職場環境づくりを行い、院内保育所の運営、健康管
理、労働安全衛生を確保するなど「働きやすい病院」にしていきます。

関連指標

職員のワーク・ライフ・バランスの推
進、メンタルヘルスを含めた健康管
理の実施、職場の安全衛生の確保な
どの職場環境の改善に努め、「働き
やすい病院」にすること。

平成26年度実績

院内保育所の受入人数 26人
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中期目標 中期計画

(2) 職員のやりがいと満足度の向上

－ －

2 業務運営体制の構築

(1)

－ 医療環境の変化に的確に対応して目
標を着実に達成するため、法人が主
体性をもって迅速に意思決定、行動
ができるよう、理事長及び理事会を
中心とした効率的で効果的な組織体
制を構築すること。

－

(2)

－ －

(3) 外部評価等の活用
－ 病院の運営管理や提供している医療

等の情報について外部に公表すると
ともに、第三者の客観的な立場から
の評価を受け、病院の運営体制の充
実や医療の質の向上を図ること。

－

(4) 事務部門の強化
－ －

平成30年度目標

（作成中）

(5) 法令の遵守等
－ 市立病院としての公的使命を適切に

果たすため、医療法等の関係法令を
遵守し、高い倫理観のもと、適正な病
院運営を行うこと。

－

市民の安心・安全を支える地域医療
を存続させるためには、医療機関と
市民との連携・協働が必要であり、静
岡病院の運営においても市民との連
携・協働を推進すること。

職員の成長やチャレンジを尊重する
ため、職員自身の能力開発や技術向
上の取組を促進するとともに、職員
の職責、勤務成績等を適正に評価す
る人事給与制度の設定、職員相互で
認め合うコミュニケーションの活性化
等により、職員の意欲を引き出し、満
足度を向上させること。

業務執行能力の高い組織を確立す
るとともに、医療経営や医療事務に
係る専門的知識や使命感を持った人
材の確保・育成を計画的に行うこと。

ボランティア活動延べ人数 635人

同左

項目

職員自身の能力開発や技術向上の取組を促進させるため、院内研修の
充実や、職員の研修会等への参加支援を行います。
そして、職員の職責、勤務成績等を適正に評価する人事給与制度の設定
や、院内外の多職種が参加する研究発表会等を実施し、職員相互のコ
ミュニケーションの活性化等を図り、職員の意欲を引出し、満足度を向上さ
せます。

関連指標

全国自治体病院協議会事例
発表件数

5件

看護研究発表事例件数 15件

病院の運営管理や提供している医療、臨床研修プログラムについては、
「病院機能評価」や「臨床研修評価」を受審し、また、適正な病院経営・会
計執行等については、監事による監査等を実施するなど、客観的な立場
からの評価等により、病院体制の充実や医療の質の向上、適切な病院経
営に努めます。

業務執行能力の高い組織を確立するとともに、医療経営や医療事務に係
る専門的知識や使命感を持った人材の採用や育成を計画的に実施しま
す。

平成26年度実績

同左

成果指標

項目 平成26年度実績

同左

同左

医療環境の変化に迅速・柔軟に対応でき
る体制の構築

理事長のリーダーシップと、理事会を組織することにより、迅速で明快なプ
ロセスによる意思決定を行います。
また、組織体制の構築に当たっては、必要十分でかつ無駄のない組織体
制とするとともに、戦略的な病院経営を企画・立案する機能を強化するた
めの新たな部署を設置するなど、効率的で効果的な組織体制とします。
そして、組織体制は、医療環境の変化に応じて、弾力的に改組します。

地元自治会等と共同開催による市民公開講座の実施や、院内の患者誘
導、移送等に係る市民ボランティアとの協働を進めるとともに、院内コン
サートの実施等について、市民の協力を得た病院運営を行います。

関連指標

項目 平成26年度実績

地元自治会等との共催事業 2回

院内コンサート 1回

同左

同左

市民との連携・協力による病院運営の実
施

派遣職員から法人職員への
切り替え率（事務職）

－

医療法や、健康保険法に基づく療養担当規則等の関係法令の遵守及び
倫理意識の向上に関する研修等を職員に実施して、適正な病院運営を図
ります。

同左
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中期目標 中期計画
第4 財務内容の改善に関する事項

1 健全経営の維持
(1) 安定的な経営の維持

－ －

平成30年度目標

（作成中）

（作成中）

(2) 収入の確保・費用の節減
－ a

平成30年度目標

（作成中）

（作成中）

b

平成30年度目標

（作成中）

関連指標

平成26年度実績

静岡病院が地域医療の核として、市
民が必要とする高度で良質な医療
サービスを継続して提供していくため
に、中期目標期間を通じて、経常収
支を均衡させ、安定的な経営を維持
すること。

関連指標

項目

費用の節減のため、以下の項目を実施します。
・後発医薬品の積極的な採用
・診療材料や医薬品について、市場調査に基づく価格交渉の実施や在庫
管理の徹底
・契約手法の多様化（長期契約、包括的一括契約等）
・費用節減について会議等による全職員への周知・浸透

成果指標

医業収支比率 100.3%

15.7%

材料費比率 35.2%

経常収支の均衡のため、収入の確保
及び費用の節減について、全ての職
員がこのことを意識して日頃から取り
組むとともに、診療報酬改定への的
確な対応や地方独立行政法人のメ
リットを生かした多様な契約手法の導
入による調達コストの削減など、様々
な機会を通じて取り組むこと。

項目 平成26年度実績

後発医薬品指数 60.7%

関連指標

項目 平成26年度実績

給与費比率 41.8%

経費比率

同左
同左

病床利用率 95.0%

収納率（現年度分）

医業収支比率 －

経常収支比率 －

経常収支比率 103.0%

平成26年度実績

平均在院日数 12.9日

収入の確保のため、以下の項目を実施します。
・収入の確保に向けた全職員対象の研修会等を実施
・診療報酬改定への的確な対応
・人口減尐社会における患者の安定的な確保
・査定状況等の傾向分析に基づく診療報酬の請求漏れや査定減防止策
の関係者への周知
・未収金の圧縮（電話催告、外来面談等）

成果指標

99.0%

同左

成果指標

項目 平成26年度実績

手術件数 5,197件

項目 平成26年度実績

項目

入院患者数 160,849人

外来患者数 282,929人

医療環境の変化に的確に対応しながら、収入の確保及び費用の節減を図
り、市からの運営費負担金等の繰入後の経常収支を均衡させ、安定的な
経営を維持します。

同左
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中期目標 中期計画

(3) 計画的な投資の実施

－ －

第5 その他業務運営に関する重要事項

1 地球環境に配慮した病院運営

－ －

第6

第7

第8

第9

第10

第11

第12

7.1%

関連指標

同左

医療機器や設備の整備・更新などの
投資を行う際には、その投資効果を
把握し、投資後の収支の見通しを立
て、アセットマネジメント（資産管理）
の観点も踏まえて計画的に行うこと。

病院は24時間稼働し、また、電力を
消費する医療機器やディスポーザブ
ル（使い捨て）材料を使用する等の特
徴があるため、省資源・省エネル
ギー、廃棄物の減量、温室効果ガス
の排出抑制など、地球温暖化対策の
推進と資源の有効活用に取り組み、
地球環境に配慮した病院運営を行う
こと。

同左

同左

環境負荷の尐ない機器の購入、廃棄物の分別徹底、リサイクル推進によ
る廃棄物の減量、ディスポーザブル材料の見直し、地下水利用による水
道使用量の削減、高効率機器の導入、機器の効率的な運転管理の実施
等により、地球環境に配慮した病院運営を行います。

水道使用量 138,872㎥

医療機器の稼働状況や耐用年数、新たな医療機器の開発状況、他の医
療機関における機器の整備状況などを踏まえ、投資効果や投資後の収支
見通しやアセットマネジメント（資産管理）等を勘案し、主要医療機器の整
備計画や、施設の整備・修繕計画を策定して投資します。

関連指標

項目 平成26年度実績

減価償却費率

電気使用量 10,535,568KWH

ガス使用量  1,260,576㎥

項目

その他市の規則で定める業務運営に関
する事項

予算（人件費の見積りを含む）、収支計画
及び資金計画 （策定中）

（策定中）

（策定中）

（策定中）

(2)　想定される短期借入金の発生事由

出資等に係る不要財産又は出資等に係
る不要財産となることが見込まれる財産
がある場合には、当該財産の処分に関す
る計画

（策定中）

（策定中）

（策定中）

「7」の財産以外の重要な財産を譲渡し、
又は担保に供しようとするときは、その計
画

剰余金の使途

料金に関する事項

短期借入金の限度額

(1)　限度額

平成26年度実績

（策定中）
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